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第 50号 
令和 5 年 12 月

号 

デモンストレーション 

作ってみる 

作業台に座った小さな子

とも一緒に作りました 

 

一般参加者と楽しみながら 

バスケットづくり 

まちなか 
ハンギングバスケット大作戦 

 

緑化ボランティア活動報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知県立牧野植物園 

花風編集員 旅行記

全体に銀白色の柔らかな

毛に覆われ、先端に小さな

赤紫色の唇形花を穂状に

咲かせます。英名のラムズ

イヤーもかわいい響きで

すね。 

ワタチョロギ 

朝に白い花をつけ、昼頃からピン

ク（赤）色に徐々に変化し、午後

にピンク（赤）一色になる変わっ

たお花です。朝花が咲き、夕方に

は萎んでしまう一日花で、お酒に

酔っているように見えることか

ら、この名前がついたそうです。 

酔
すい

芙蓉
ふ よ う

 

浅い池や沼に自生してい

る水生植物です。年々数が

減少しているため、国内の

一部の地域では、絶滅危惧

種とされているそうです。 

コウホネ 

え 

牧野富太郎…日本の植物学者 

1862年 5月 22日 高知県生まれ 

「日本の植物学の父」と呼ばれる。 

「雑草という草はない」と山本周五郎に語った言葉

は有名ですね。 

 
小説家 

メランポジウム 

明るい黄色の小花を休みな

く咲かせます。花が咲き終わ

った上を覆い隠すように新

芽が伸びて新たな花が咲く

ので、花がら摘みをしなくて

も、いつもきれいな株姿を楽

しめます。 

バラ科の常緑低木。 

車輪状に出る葉と、花序のひと

つひとつの花が梅に似ている

とのことで、この名がついたそ

うです。 

か じょ 

※花序とは…花が茎または枝につく、その

並びかた。また、花をつけた茎または枝。 

シャリンバイ 

オミナエシやオジギソウ

などの、なじみ深いお花も

ありました。 

オミナエシ 

ヨコグラノキ 

この花は咲いて

いませんでした

が、富太郎が最初

に発見したもの

で、図鑑を作るう

えでの原点では

ないでしょうか。 

ヨコグラノキ…1884（明治 17）年、富太郎が高

知県高岡郡越知町の横倉山の山頂付近にある

横倉宮のそばで最初に発見し、1898（明治 31）

年に「植物学雑誌」において新種として学名と

和名を発表しました。 

-２- 

仙台で新種のササを発見し、妻

への感謝と敬意を表し、「スエコ

ザサ」と発表しました。スエコザ

サの隣には、 

「家守りし 妻の恵みや我が学

び 世の中の あらむかぎりや 

すゑ子笹」の歌碑が建てられて

いました。 

スエコザサ 
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わたしの花だより vol.2 
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